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特別養護老人ホーム　浮間さくら荘
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平成二十七年度　事業計画　
さくら荘では、平成二十七年度も、左記の運営方針に基づいて事業を行ってまいります。

「利用者の人格を尊重し、常にその人の立場にたった援助、その人の能力に応じ自立した日常生活ができるよう援助します。
明るく家庭的な雰囲気と健全な環境の下で、熱意と能力のある職員が援助を行えるよう研修等を通して資質の向上を行います。」

「給食委員会」「排泄委員会」「入浴委員会」「感染症委員会」「事故予防委員会」「看とり委員会」「倫理委員会」等の活動で、よりよい介護のための計画・実施・評価を行っています。
　行事計画（★のある行事は、ご家族も一緒にご参加下さい。）
・四月二、三日　　★お花見（浮間公園や近隣の散歩）

・五月二十五日　　★初夏のコンサート（二階フロア）
・六月　　　　　　　フロア別のレクリエーション

　　　　　　　　　（散歩、★バスハイク等を計画中）

・七月初旬　　　　　七夕・素麺流し（四階サンルーム）
・八月（第一土曜）★夕涼み会（戸田の花火観賞）

・九月二十日　　　★敬老会・家族会総会

・十月　　　　　　　フロア別のレクリエーション

・十二月（第三金曜）忘年会

・一月　　　　　　　新年会

・二月三日　　　　　節分

・三月一日　　　　　開所記念日

余暇活動（講師の先生等の都合で変更もあります。）
・ナツメロクラブ（第一・三木曜日、午後）
・俳句クラブ　　（講師の先生の都合で調整します。）
・ワイワイクラブ（第三火曜日）

・さらだの会　　（第三土曜日）

・絵手紙クラブ　（ボランティアさんと調整します。）

・お楽しみクラブ（行事のない月に開催します。）

　その他

お菓子販売（月一回、お菓子やさんの都合で調整します。）
家族会（報告）　（四月二十五日）
★施設長の挨拶
平成二十七年度が始まりました。みなさんに安心して過ごして頂けるように、職員一同、心一つにして頑張ってまいりますので、ご協力よろしくお願いいたします。
★スタッフからの報告
○三月の下旬に一人の利用者の方の身体に湿疹と痒みがあり、皮膚科に通院をしたところ「疥癬」との診断があり治療をしました。内服薬が開発される前は感染予防のために隔離をしていましたが、現在は通常の生活での治療方法になっています。毎日介助している職員も、「一ケア一手洗い」の励行で感染しておりませんのでご安心下さい。

ご家族の皆さんも面会前後の手洗いの励行をお願いいたします。（看護主任）
○新年度になり、介護職員の研修の意味も含めて、フロア異動や居室担当の変更を行っています。それぞれで引き継ぎをおこなっておりますが、何か不足なことがありましたら、ご遠慮なく声をおかけ下さい。（介護主任）
○三月の「手打ち蕎麦」はとても好評でした。数年前から「蕎麦打ち」を給食の業務委託をしている「イフスコ」の職員さんに、特別にお願いをしています。一日がかりのために、次回から出張をお願いできないかと相談をされています。ご検討をお願いいたします。（管理栄養士）
○偶数月の「ホーム喫茶」でフラダンスを披露して下さっていた「アロハヒーリング・フラスクール」の皆さんですが、「メンバーのそれぞれの都合で、活動を継続することが困難になってしまいました。」とご連絡がありました。楽しい時間を提供して下さっていたので、残念です。これまでの活動に感謝いたします。
　そのこともあり、本日の「ホーム喫茶」を「散歩」に変更をしたいとの職員の発案があります。今のこの時期でないと、暑すぎたり、風が強すぎたりで、散歩も難しいので、ご都合のよいご家族の方は、一緒にご参加下さい。（相談員）
★家族会から
○管理栄養士からの「手打ち蕎麦」の出張費の件ですが、以前お願いしていたボランティアさんにも「お礼」を準備していたので、対応していきましょう。みなさんが楽しみにして下さっているので、継続していく方向で考えていきましょう。（会長、会計）
○今日は参加の方が多くて嬉しいですね。先ほど、職員の異動の話がありましたが、うちの父は自分から何も言えないので、よく知っている職員さんが変わってしまうのは不安です。（Ｋ）

退所のお知らせ　　　　　　　　Ｓ・Ｔ　さん
Ｓさんは平成二十四年三月に入所され、さくら荘で丸二年を過ごされました。
その二年間での娘さんの思い出は、「入所後すぐ、同じお部屋の方と仲良くして頂きました。夕方になると二人して『家に帰りましょう。』とエレベーターにのって、職員さんに心配かけましたが、お友達ができて嬉しかったです。」

後半は入退院を繰り返し、薬石効なく、入院先でお亡くなりになりました。心からのご冥福をお祈り致します。（享年八十三才）
娘様は家族会の会計監査を受けて下さっています。「今までの方も途中退所しても、任期を満了されているので、それにならいます。また、母がいる時はボランティアは難しかったですが、時間が合えば「絵手紙クラブ」のお手伝いができると思っています。」と有難いお申し出を頂いています。改めて、よろしくお願いいたします。
Ｉ・Ｔ　さん
　Ｉさんは、平成二十六年六月に入所され、さくら荘で九カ月を過ごされました。毎日言葉が少なく過ごされていましたが、♪泣くな小鳩よ～と始まると、顔をくしゃくしゃにして泣いて喜んで下さっていました。その変化が岩崎さんらしくて、みんなの人気者でした。
　もっと、楽しいひとときを一緒に過ごしたかったです。心からのご冥福をお祈り致します。（享年八十一才）
入所のお知らせ　　　　　　　　　　　Ｓ・Ｔ　さん

Ｓさんは昭和八年生まれの八十二歳です。小柄な方で、視線がしっかりあったら、その方がたぶん、ていさんです。
今は入所されたばかりなので、毎日緊張して、遠慮して過ごされています。お互いに、気軽に声をかけていきましょう。
　一緒に楽しいひとときを過ごしていきましょう。どうぞ、よろしくお願いいたします。
Ｆ・Ｈ　さん
Ｆさんは大正十四年生まれの九十歳です。

　「私はね、バカみたいに歌が好きなの。だから女学校を出たら音楽の学校に行ってソプラノ歌手になるつもりだったのに、戦争でみんな夢と消えてしまったの。」と明るくお話をして下さいます。
　さくら荘のみなさんも歌が大好きです。楽しいお仲間が増えて嬉しいです。一緒に楽しいひとときを過ごしていきましょう。どうぞ、よろしくお願いいたします。
